
  

 

 

 

 

 

滋賀医科大学では、学生が中心となって、学園祭「若鮎祭」を毎年開催しています。 

この催しは地域の方々との交流を深める場であるとともに、滋賀医科大学の学術的・

文化的活動をより多くの方に知っていただく場となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つきましては、本若鮎祭の開催について広く周知いたしたく、報道方よろしくお願い

いたします。 

 

情報提供 

 

プログラム 

■講  演：「『コウノトリのゆりかご in 関西』が目指すもの、 

青年期にしておくべきこと」 

人見 滋樹 氏（日本カトリック医師会会長） 

「難病医療と新しい患者のシティズンシップ 

－臨床研究を通じて社会に参画する」 

大野 更紗 氏（作家・研究者（社会学）） 

「iPS 細胞を用いた再生医療－それは患者のためになるか－」 

高橋 政代 氏 

（理化学研究所 網膜再生医療研究開発プロジェクトリーダー） 

「ブラック・ジャックは遠かった」 

久坂部 羊 氏（医師・作家） 

■ステージ：よしもとお笑いライブ、軽音ライブ、アカペラライブ など 

■企  画：縁日＆フリーマーケット、ヘアメイク＆ネイル、 

ミニ動物園、バルーンアート など 





2日目

第3回

「こうのとりのゆりかご IN 関西」が目指すもの
～青年期にしておくべきこと～

人見 滋樹先生
(日本カトリック医師会会長)
10月29日(土) 10:00～12:00

＠臨床講義室1

難病医療と新しい患者のシティズンシップ
-臨床研究を通じて社会に参画する

大野 更紗先生（作家・研究者(社会学)）
10月29日(土) 14:00～16:00

＠臨床講義室1

男女共同参画推進のための講演会

「iPS細胞を用いた再生医療」
-それは患者のためになるか-

高橋 政代先生
(理化学研究所 網膜再生医療研究開発

プロジェクトリーダー)
10月30日(日) 13:00～ 15:00

＠臨床講義室3

「ブラック・ジャックは遠かった」

久坂部 羊先生 (医師・作家)
10月30日(日) 15:30～17:00

＠臨床講義室1

【お問い合わせ】

TEL :  077-548-2070

HP :  http://wakaayusai2016.jimdo.com

【アクセス】

JR瀬田駅より バス「医大西門」下車

タクシーで約10分

https://facebook.com/wakaayusai/

関西初の「こうのとりのゆりかご」
(通称:赤ちゃんポスト)設立について
ご講演していただきます！!

皮膚筋炎等の難病体験を元にした『困ってるひと』

『シャバはつらいよ』の著者の大野更紗さんの、
現在研究者として取り組むテーマ
「難病と社会の関係」に関する講演です。

ドラマ『無痛』『破裂』の原作者で
作家・医師としてご活躍されている
久坂部先生のご講演です!

世界初のiPS細胞を使った滲出性
加齢黄斑変性症の治療を進める
高橋政代先生が、再生医療の現状と
再生医療から見える将来の風景を語ります。

@wakaayu_fes

＊手話通訳をご希望の方は10/15までにご連絡ください。
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